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言語諸要素を重複させて新たな言語単位を形成することは、” R edupl icaｭ
t i 0 n ”、” R eduplikatio n ”,” R edoublemen t ” 
「重畳J などと称され、多くの言語に見られることがらである。重複される要素見ると、
音素 ラテン語 t 0 t u s ＞イタリ 7語 t u t t 0 （すべて〉の 一 t -
音節 7うは語 me r e （母） >me mere （おかあちゃん）の -m e 一
語根 ひそひそ ほのぼの



























































2. 2. 1 人称代名詞





2. 3. 1 数量数詞 ：一つ、二人、三目、四本、語匹 など．
2. 3. 2 順序数詞 ：第一、第二章、三つめ、四番、話級 など．











































































( 3 ) 畳語には生産性がないが、接尾辞にはある程度みとめられる．これは、語象的に









「諸君」 「諸国」 「諸種」 「諸問題」 「諸人」 「諸子」 『諸公 j 「諸所 J 「諸島」
「諸般」 「諸方 J 「諸事 J 「諸相」 「諮母 J 「諸生」 et c'
上記以外にも用例はあるであろうが、生産性という点で、畳語ほどではないにしろか
なり乏しい．また、－ animal e にも用いることができるという点が、 「諸 J と畳語の
共通点である。








『問題 J が l つしかない場合に「諸問題」とは決して言わないことからも分かるよう
に、 r 諸 j は明らかに複数性に関与しているが、特定・不特定を問わず数量詞と共起
しないことは、これが「集合体J 指示機能を強く持っているためであると恩われる。
く個別性〉を含意する畳語に対して、 「諸 j はく集合性〉を含意していると言える。
















0 月々 1 0 0 人くらいあのところに出て来る．


























「節々 j 「隅々」 「端々」は全体の中の一地点を指示する「節』 「隅」 「端」を畳語に
したもので、複数の意が拡大されて、部分の全体を表すようになり強調している．













全世界の国々 （多数指示） (many) 
ASEA N の国々 （複数指示） (from 2up) 
また、
ヨーロッパの国々では失業率が高い。
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